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『人生の意義と目的の『静思』 〜 『新渡戸稲造セミナーハウス』創設 〜』 

 

2022年9月20日夜(18:00～21:00)、筆者は、代表を仰せつかっている『南原繁研

究会』にzoom参加した。 読書会は、今回は、『国家と宗教』①著作集I pp.1-52 

であった。 日々勉強である。 文化の日(11月3日)は、毎年、学士会館でシンポ

ジウムが企画されている。 今年の『第19回南原繁シンポジウム』のテーマは、

『日本の近現代史と南原繁―「明治維新から敗戦まで」と「戦後日本」におけ

る役割ー』である（画像）。「本年は、明治維新から敗戦までが77年、敗戦か

ら本年（2022年）までが77年、という節目の年に当たる。 それは、明治維新以

来の国家体制が崩壊する過程、即ち「明治維新から敗戦まで」と、その敗戦を

乗り越えて日本が歩んだ道、即ち「戦後日本」に相当し、その全体を見直すの

にふさわしい年であろう。」と謳われている。 タイムリーなシンポジウムとな

ろう！ 

 

2022年9月21日午前中『柏がん哲学外来』（柏地域医療連携センターに於いて）

に赴いた。 3組 x 3人 ＝ 9名との個人面談の機会が与えれた。 大変有意義な

貴重な時であった。 スタッフの皆様の誠実な奉仕には、ただただ感謝である！ 

2022年 9月 22日は、ICU(国際基督教大学；1949 年創立、1953年大学設置)に寄

って、友人の常務理事（富岡徹郎 氏）と食堂で昼食をした。 軽井沢での『新

渡戸稲造(1862-1933)セミナーハウス』創設の夢話で大いに盛り上がった。 午

後は、隣のルーテル学院大学(1964年設置)での、『現代生命科学 II』の授業（３

時限目、４時限目）に赴いた。 3時限目では、スライド用いて授業を行なった。

【『がん病理学』 は「がん」に関しての学問で、 『形態』、『起源』、『進

展』などを追求する学問分野である。 当然がん研究者だけのものでなく、一般

社会の人々の為の学問でもある。 がん病理学者が『がん』をどの様に考えるか

は、とても大切なことである。 なぜなら『がん』に対する概念が世界観、人生

観、ひいては日常の決断や行動をも時には決定するからである。「がん」の『起

源』 と『進展』を学ぶことは、ある意味では人生の意義と目的の『静思』へと

も導くものと考える。 これこそ、『がん病理学者の社会貢献』である。】と語

った。 4 時限目は、教科書『カラーで学べる病理学』の『腫瘍』の章を音読し

ながら進めた。『教育とは、すべてのものを忘れた後に残るものをいう』（南

原繁:1889-1974）の心得の復習の時でもあった。 



 


